
  

 

 

 

 

  

☆議会及び議員の活動原則等 

議会の活動原則（第２条） 

災害時における議会の対応（第２条の２） 

議員の活動原則（第３条） 

会 派（第４条）  

☆議会運営 

委員会の活動（第１２条） 

議員相互間の自由討議等（第１３条） 

☆政務活動費 

政務活動費（第１４条） 

☆議会及び議会事務局の体制強化 

予算の確保（第１５条） 

議員研修の充実強化（第１６条） 

議会事務局の体制整備及び強化（第１７条） 

議会図書室（第１８条） 

☆議員の政治倫理、身分及び待遇 

議員の政治倫理（第１９条） 

議員定数及び議員報酬等（第２０条） 

☆最高規範性と見直し手続 

最高規範性（第２１条） 

見直し手続（第２２条） 

 

市 民 

分 か り や す く 、 市 民 に 開 か れ た 議 会 を 実 現 し ま す  

議 会 市 長 

地方自治体は、市長

も議員も市民の直接

選挙で選ばれる二元

代表制により政策が

決定されています。 

☆ 市 長 と 議 会 の 関 係 

緊張関係の保持（第８条）  議会審議における論点情報の形成（第９条） 

   予算及び決算における政策説明資料の作成（第１０条）  議決事件の拡大（第１１条） 

 

☆市民と議会の関係 

市民参加及び市民との連携（第５条） 

市民と議会のつどい（第６条） 

議会広報の充実（第７条）  

 

市 民 が 安 心 し て 生 活 で き る 豊 か な ま ち づ く り  

下 関 市 議 会 は  

「 議 会 改 革 を 」  

  進 め て い ま す ！  

二元代表制  

下関市議会基本条例

のイメージ 

議会基本条例とは 
市民に開かれた議会、市民参加を推進す
る議会を目指し、自らの創意工夫により
政策立案及び政策提言を行い、更なる議
会改革を継続し、市長との健全な緊張関
係を保持しながら、真の地方自治の実現
に邁進するため、議会の役割を明らかに
するとともに、市政の情報公開と市民参
加を原則とした下関市議会及び下関市
議会議員の活動原則等の議会に関する
基本的事項を定めることにより、市民福
祉の向上と公正で民主的な市政の発展
に寄与することを目的とする下関市議
会における最高規範の条例です。 


